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１．概要
　１日の外来受診患者数は約100～110人であった。年間の入院患者数は482人であった。手術室を使用
した手術療法は年間347件であった。
　中耳炎、めまい、難聴、顔面神経麻痺に対して投薬治療を行い、改善を認めない場合は当院にて外科
的治療を行った。また、耳鳴り専門外来を新設し、専門的な治療を開始した。アレルギー性鼻炎、副鼻
腔炎、鼻中隔湾曲症に対して、患者さまの病態や希望にあった治療（手術療法や投薬治療）を行った。
慢性扁桃炎や睡眠時無呼吸症候群に対して、口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術を行った。また鼻出血、
急性扁桃炎、喉頭蓋炎などの救急疾患については、重症度に合わせて入院治療を行った。咽頭・喉頭・
甲状腺・唾液腺などの良性腫瘍に対しては、適応を定めて手術療法を行った。悪性腫瘍に対しては、そ
れぞれの患者の状況に合わせて、根治と機能温存のバランスを取り、手術療法、化学療法、放射線療法
の３者を組み合わせて治療を行った。再建を必要とする様な症例も積極的に当院で行った。

（部長　小澤　泰次郎）

耳鼻いんこう科

●疾患別頻度 総件数：5,768件

咽頭炎 871件（％）

アレルギー性鼻炎 556件（9.6％）

副鼻腔炎 541件（9.4％）

めまい 493件（8.5％）

難聴 461件（8.0％）中耳炎 354件（6.1％）

耳垢栓塞 341件（5.9％）

喉頭炎 260件（4.5％）

耳鼻いんこう科の腫瘍 234件（4.1％）

扁桃及びアデノイドの慢性疾患
198件（3.4％）

その他 1,459件（25.3％）

入院患者

主な救急疾患（入院加療を要した） 件数（件）
めまい 11
突発性難聴 9
顔面神経麻痺 10
急性扁桃炎・扁桃周囲の腫瘍 20
急性喉頭蓋炎・喉頭炎 9
鼻出血 11

主な手術療法（手術室使用） 件数（件）
口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術 119
内視鏡下副鼻腔手術 40
リンパ節摘出術 31
甲状腺腫瘍手術 18
鼓膜チューブ留置術 18
気管切開術 21
喉頭微細手術 13
耳下腺腫瘍手術 18
頸部郭清術 16
顎下腺摘出術 10
喉頭全摘術 7
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学会発表（医局）
＜耳鼻いんこう科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 潰瘍性大腸炎に合併したと思われ
る重症口腔潰瘍の一例 筆頭演者 亀井　千晴 第27回日本口腔・咽頭科学会

総会学術講演会 2014/9/11



講　　演（医局）
＜耳鼻いんこう科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 発表年月日

1 潰瘍性大腸炎の合併症と思われた重症
口腔潰瘍 亀井　千晴 第156回東海地方部会連合講演会

（東海地方部会　第411回　例会） 2014/3/16
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